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第24回定例市議会

昭和ろろ年度当初予算およびその

他の重要議案を審演する第24回

定例市議会は、ろ月10日午前11時

ろD分から市役所下｀庄出張所で開

かれました。

森嶋渦長は開会を宣言、川崎総

務委員長から会期を同月2る日ま

でとする議事日樫の報告かおり

これを決め一たん休憩、午後1時

5分、森嶋議長が病気のため松田

（噪）副義長は再開を宣言、斎藤

市長は約ろO分にわたり昭和ろろ年

度の施政方針を明らか；こし玄し

た。

続いて二つの報むと、5号～16吟

まで釧4議案2r一括上程、議案

の内容を池田市助役から説明が

あり、午後5時この日の議事日樫

を終り閉義しました。

（議事日程）

10日本会演、14日、17日、18日本

会襄一股質問、18日各常任委員

会に審演付託、19日、20日総務、

産業経済委員会、22日、24日教育

民生、建設委員会、25日総務委員

会、26日本会議。

この長い議事日程の間、各議員

からは建設的な発言も多くでて

慎電審義が重ねられた結果、昭

和ろ1年度決算の認定ならびに追

加演案とも26議案を原案どおり

可決し、26日午後5時40分閉会し

まLた。

回旧眉回回回回回図

市長、施政方針を表明

新
し
い
構
想
て
市
民
福
趾
の
向
上
へ

〔
要
旨
〕

　

昭
和
二

十
九
年
七

月
一
日
、

全
市
民
が

大
き
な
希

望
を
抱
い

て
誕
生
し

た
大
野
市

は
、
今
年

七
月
で
市

制
五
年
を

迎
え
る
こ

と
に
な
っ

た
。

　

新
市
発

足
い
ら
い
建
設
五
ヵ
年
計
画
（
学

校
、
道
路
、
商
工
業
、
農
林
業
の

振
興
）
に
向
っ
て
伸
展
の
一
途
を

た
ど
り
建
設
事
業
に
大
き
な
業
績

を
残
し
て
き
た
ほ
か
、
1
ら
に
公

約
で
あ
っ
た
越
美
北
線
の
着
工
、

全
市
国
民
健
康
保
険
の
実
施
、
電

源
開
発
の
誘
致
な
ど
順
調
な
歩
み

を
続
け
て
き
た
。

　

こ
の
間
四
度
の
当
初
予
算
を
組

み
、
大
過
な
く
過
L
て
き
た
こ
と

は
議
員
各
位
を
始
め
、
全
市
民
が

市
政
に
理
解
を
も
ち
、
新
市
育
成

の
た
め
に
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
と
協

力
が
あ
っ
た
賜
で
あ
る
こ
と
を
深

謝
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
設
備
投

資
ブ
ー
ム
の
反
勁
が
、

当
市
産
業
の
大
宗
で
あ

る
繊
維
業
界
に
も
不
況

の
余
波
を
受
け
、
こ
れ

が
実
に
深
刻
で
ふ
つ
て

市
内
の
経
済
事
情
を
非

常
に
悪
化
さ
せ
た
。

一
方
、
無
業
地
帯
で
は

三
年
続
き
の
豊
作
に
恵

ま
れ
た
こ
と
と
、
市
内
い
た
る
所

で
行
わ
れ
て
い
る
建
設
工
事
に
よ

っ
て
、
市
全
体
の
経
済
の
で
フ
ン

ス
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
後
は
全
力
を
尽
し
て
繊
維
業

界
の
活
路
を
開
く
よ
う
努
め
る
ほ

か
、
農
林
業
の
伸
展
に
一
段
と
力

を
入
れ
た
い
。

　

さ
ら
に
飛
躍
し
た
新
し
い
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
大
野
市
の
建
設
を

図
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

実
績
を
基
礎
に
し
て
新
市
建
設
計

画
を
た
て
、
い
ま
そ
の
第
二
段
階

へ
と
進
む
新
し
い
軌
道
の
敷
設
に

当
っ
て
い
る
た
い
せ
っ
な
時
期
で

あ
る
。さ

ら
に
健
全
で

積
極
重
点
施
策
に

　

新
予
算
の
編
成
に
当
っ
て
は
、

合
併
当
時
の
赤
字
を
解
消
す
る
た

め
、
消
費
的
経
費
の
大
幅
な
節
減

を
図
る
か
た
わ
ら
、
さ
ら
に
進
ん

で
建
設
事
業
の
施
行
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
予
算
の
編

成
に
は
と
く
に
腐
心
し
て
き
た
。

　

し
か
し
今
後
は
、
電
源
開
発
の

促
進
に
っ
れ
て
市
の
財
政
面
も
二

三
年
中
に
は
明
る
い
見
と
お
し
が

た
ち
、
苦
1
い
財
政
事
冑
に
悩
ま

さ
れ
る
の
も
当
分
の
間
だ
と
思
わ

れ
る
。

　

昭
和
三
十
三
年
度
は
、
前
年
度

に
引
続
き
学
校
、
道
路
、
商
工
業

の
伸
展
と
農
林
業
の
振
興
に
、
よ

り
積
極
箪
点
施
策
を
た
て
て
、
一

般
会
計
三
億
三
千
五
百
二
十
五
万

五
千
円
、
特
別
会
計
七
千
七
百
九

十
九
万
四
千
円
で
、
総
額
四
億
二

千
三
百
二
十
四
万
九
千
円
と
な
っ

た
。
（
写
真
は
市
長
の
施
政
方
針

演
説
）

　

注
＝
予
算
額
の
詳
細
は
二
面
で

　

説
明
。

市
制
五
年
の
記

念
式
歌
を
募
集

　

今
年
の
七
月
一
日
で
市
制
施
行

五
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
芽
で
た
い
日
を
記
念
す

る
た
め
に
七
月
一
日
に
は
全
市
民

で
盛
大
に
市
制
施
行
五
年
記
念
式

を
行
う
こ
と
に
な
り
玄
1
た
。

　

こ
の
記
念
式
と
竃
行
列
に
唱
う

歌
を
、
全
市
民
か
ら
募
集
す
る
こ

と
に
な
り
ま
L
た
の
で
、
奮
っ
て

応
募
1
て
く
だ
さ
い
。

　

へ
｝
応
募
要
領

1
大
野
市
の
躍
進
を
象
徴
す
る
歌

　

詞
で
あ
る
こ
と
（
明
朗
で
市
民

　

に
親
L
ま
れ
る
歌
詞
）

2
応
募
資
格
市
民
で
あ
る
こ
と

ろ
用
紙
原
稿
用
紙

4
締
切
期
日
四
月
三
十
日

5
原
稿
送
り
先
大
野
市
役
所
総

　

務
課
広
報
係
あ
て

6
賞
金
入
選
一
点
三
千
円

　
　
　
　

佳
作
三
点
各
五
百
円

Z
発
表
五
月
二
十
日
各
新
聞

　

紙
上
お
よ
び
市
報

完
納
が
き
ず
く

　

わ
れ
ら
の
明
か
る
い
市

主なもくじ

　

（一面）△第24回定例市議

会△市長施政方釧演説の

あらまし△市制五年記念

式歌募集△風見鶏

　

（二面）△ろろ年度当初予算

解説△上程瓜案解説△

遊園地名称募集Λ今月の

行事

　

（三面）△今月の気象△

第一回県緑化大会△市民

の明かるい動き△農事メ

モ△かるた

　

（四面）△国保相談ム風

土記△市営農場開始△

林業タモ△巾民の声△

婦人メモ

風
見
鶏

三
月
十
日

か
ら
海
国

に
緑
化
運

動
が
始
ま
っ
で
い
る
。
福
井
県
で

は
四
月
一
日
か
ら
七
日
間
を
緑
化

運
動
集
中
期
間
と
決
め
「
山
の
緑

の
日
」
、
四
日
に
は
羽
根
知
事
が

来
野
し
て
、
亀
山
裏
で
第
一
回
福

井
県
緑
化
大
会
が
行
わ
れ
る
▼

わ
が
国
土
の
六
八
％
を
占
め
る
山

野
の
森
林
資
源
は
六
〇
億
石
の
蓄

積
と
年
間
成
長
量
は
一
億
七
千
万

石
、
反
面
需
要
は
二
億
二
千
万
石

と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
毎
年

六
万
余
町
歩
の
美
林
が
火
災
に
よ

っ
て
消
え
て
い
る
こ
と
は
見
逃
し

で
き
ぬ
事
実
で
あ
る
▼
大
野
市

の
林
野
面
積
は
一
万
三
千
四
百
二

十
ビ
町
歩
、
内
植
林
可
能
面
積
は

一
万
町
歩
で
現
在
ま
で
に
植
林
さ

れ
た
面
積
は
一
千
二
百
町
歩
で
あ

る
▼
治
山
冶
水
は
歴
史
的
に
も

冶
国
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
は
今
も

変
り
は
な
い
。
今
か
ら
八
十
年
程

前
敗
戦
の
国
デ
ン
マ
ー
ク
は
彼
の

偉
大
な
士
ダ
ル
ガ
ス
な
ど
の
情
熱

に
よ
っ
て
i
n
？
事
、
荒
廃
の
地
ヒ
ー

ス
地
帯
を
緑
化
し
て
現
在
の
楽
園

郷
を
築
い
た
▼
「
み
ど
り
」
は

若
さ
の
象
徴
、
緑
の
山
河
は
故
国

の
郷
愁
…
…
。
か
く
申
し
て
は
胸

に
か
ざ
る
青
い
羽
根
は
単
な
る
ア

ク
セ
サ
リ
ー
で
は
な
い
。
し
か
し

皮
肉
に
も
天
ド
は
桜
の
花
見
ど
き

花
よ
り
団
子
た
ち
が
、
興
な
っ
て

一
枝
手
に
飾
る
に
至
っ
て
は
、
や

れ
緑
化
だ
植
樹
だ
と
い
っ
て
も
始

ら
な
い
。
こ
れ
ま
さ
に
樹
木
の
害

虫
よ
り
以
上
で
あ
る
。
心
す
べ
き

は
緑
化
へ
の
心
が
ま
え
で
あ
る
。



総
額
四
億
二
千
三
百
二
十
四
万
九
千
円

一
般
会
計
三
億
三
千
五
百
二
十
五
万
五
千
円

特
別
会
計
七
千
七
百
九
十
九
万
四
千
円

回‐泗

3
3
年
度
当
初
予
算

一
般
会
計

昭
和
三
十
三
年
度
一
般
会

計
の
特
色
を
あ
げ
て
み
ま

す
と
、
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

〔
歳
出
〕
学
校
建
設
、
商
工
業
、

農
林
業
の
振
興
な
ど
に
重
点
施
策
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
ま
す
。

①
学
校
新
改
築
で
は
有
終
西
小
学

校
第
二
期
工
事
に
二
千
六
百
九
十
七

万
五
千
円
、
上
庄
小
学
校
改
築
工
事

に
九
百
十
二
万
円
、
小
山
小
学
校
阿

難
祖
分
校
改
築
工
事
に
六
十
万
円
、

大
野
公
民
館
ご
ア
ー
ジ
改
修
工
事
に

六
十
万
円
、
有
終
南
校
土
地
買
収
お

よ
び
整
地
費
三
百
二
十
万
円
。

②
商
工
業
市
政
五
年
行
事
の
た
め

市
祭
行
事
委
託
に
五
十
万
円
、
商
店

街
な
ど
の
施
設
費
五
十
万
円
（
商
店

街
共
同
美
化
施
設
）
六
間
通
り
街
路

灯
の
新
設
費
五
十
万
円
、
店
舗
改
装

資
金
の
貸
付
金
三
百
万
円
、
中
小
企

業
融
資
預
託
金
二
千
万
円
、
六
間
通

街
路
樹
栢
付
費
十
万
円
、
ス
キ
ー
場

整
備
な
ど
三
十
五
万
円
、
中
央
公
園

街
路
灯
新
設
に
三
十
万
円
、
織
物
協

同
組
合
利
子
補
給
お
よ
び
預
託
金
や

貸
付
金
の
一
部
借
入
金
利
子
百
九
十

一
万
二
千
円
、
部
落
電
話
架
設
費
三

百
万
円
。

③
農
林
業
青
果
市
場
設
置
調
査
費

五
万
円
。
和
牛
種
牛
補
助
三
十
五
万

円
、
農
場
費
八
十
四
万
二
千
円
（
元

県
立
積
雪
寒
冷
対
策
試
験
地
大
野
分

場
を
市
営
農
場
と
す
る
）
奥
地
林
道

六
百
万
円
、
県
単
林
道
百
万
円
、
市

単
林
道
百
五
十
万
円
、
橋
り
よ
ろ
修

繕
費
百
六
十
万
円
。

④
社
会
・
労
働
市
営
住
宅
二
十
戸

建
設
費
七
百
十
五
万
円
、
生
活
困
窮

者
に
貸
付
金
五
十
万
円
。

⑤
保
健
衛
生
ご
み
焼
却
場
新
設
二

百
五
十
万
円
（
一
日
の
焼
却
能
力
三

千
貫
の
も
の
）

⑥
土
木
費
道
路
、
橋
り
よ
う
の
新

設
改
修
に
つ
い
て
は
前
年
と
同
様
重

点
施
策
の
中
に
あ
げ
て
大
幅
な
予
算

の
計
上
が
見
ら
れ
る
。

〔
歳
入
〕
①
市
税
百
八
十
二
万
三

千
円
増
、
た
ば
こ
消
費
税
や
電
気
が

ｚ
税
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
、
市
民

税
は
前
年
度
に
比
べ
て
八
百
四
十
五

万
九
千
円
減
、
固
定
資
産
税
は
自
然

増
が
五
百
六
十
八
万
五
千
円
、
電
気

ガ
ス
税
が
二
百
二
十
万
円
増
、
木
材

引
取
税
三
十
四
万
円
増
、
た
ば
こ
消

費
税
四
百
十
三
万
円
増
。

②
地
方
交
付
税
税
率
の
改
正
に
よ

る
増
、
九
百
五
十
万
円
。

③
公
営
企
業
・
財
産
収
入
学
校
旧

校
舎
な
ど
の
払
下
げ
二
百
三
十
三
万

円
増
。

④
国
庫
支
出
金
一
千
二
百
七
十
万

八
千
円
増
は
国
の
補
助
金
額
の
確
実

な
も
の
を
当
初
に
計
上
し
た
も
の
。

⑤
県
支
出
金
五
百
三
十
九
万
五
千

円
増
、
前
項
に
同
じ
。

⑥
寄
付
金
二
千
九
十
九
万
九
千
円

増
。

⑦
雑
収
入
中
小
企
業
貸

付
金
の
戻
入
そ
の
他
、
三

千
九
百
八
十
八
万
円
増
。

⑧
市
債
八
百
二
十
万
円

増
、
一
般
土
木
債
そ
の
他

　

合
計
九
千
二
百
二
十
二

万
三
千
二
百
円
増
。

　

特
別
会
計

①
特
別
会
計
七
地
区
国
民

健
康
保
険
歳
入
歳
出
予
算

額
三
千
九
百
六
万
二
千

円
。
大
野
地
区
二
千
九
十

九
万
一
千
七
百
円
。
同
直

営
富
田
お
よ
び
五
箇
診
療

所
歳
入
歳
出
予
算
百
九
十

四
万
九
千
三
百
円
。

②
特
別
会
計
簡
易
水
道
事

業
歳
入
歳
出
予
算
額

一
千
五
百
四
十
八
万
五
千

円
に
決
議
さ
れ
ま
1
た
。

昭和33年度一般会計当初予算額

石
ド
ウ
ロ
遊
園
地

（
駐
車
場
）
の
名
称
募
集

市
費
百
三
十
万
円
を
投
じ
て
工
事
を

急
い
で
い
ま
し
た
石
ド
ウ
ロ
遊
園
地

が
、
四
月
二
十
日
に
い
よ
い
よ
完
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
こ
の
名
称
を
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

か
ら
、
ど
う
ぞ
良
い
名
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

応
募
要
領

1
遊
園
地
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
で
あ

　

る
こ
と
。

2
応
募
資
格
市
民
で
あ
る
こ
と
。

ろ
入
選
三
点
に
記
念
品
を
贈
呈
。

4
締
切
期
日
四
月
三
十
日

5
送
り
先
市
役
所
商
工
課

6
用
紙
官
製
は
が
き

7
発
表
五
月
十
日
各
新
聞
紙
、
市

　

報
で

上
程
議
案
の
説
明

　

追
加
上
程
議
案
を
含
む
二
十
六
議

案
の
う
ち
、
主
な
議
案
に
つ
い
て
説

明
い
た
し
ま
す
と
次
の
と
お
り
で
す

　

三
月
議
会
の
や
ま
は
五
、
六
、
七

八
の
各
議
案
で
、
こ
れ
は
本
年
度
の

一
般
お
よ
び
特
別
会
計
当
初
予
算
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
予
算
解
説
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

△
議
案
第
十
五
号
財
産
の
処
分
に

つ
い
て
＝
小
山
小
学
校
校
舎
の
一
部

を
阿
難
相
分
校
に
移
築
ｔ
、
こ
の
移

転
費
を
地
元
負
担
と
L
て
こ
の
代
償

の
た
め
に
地
元
へ
阿
難
祖
分
校
を
無

償
で
払
い
下
げ
る
こ
と
に
決
ま
り
ま

し
た
。

△
議
案
第
十
七
号
昭
和
三
十
二
年

度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予

算
‐
‐
一
千
三
百
四
十
二
万
九
千
八
百

円
減
、
総
額
三
億
四
千
四
百
四
十
二

万
三
千
八
百
円
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
主
な
原
因
は
有
終
酉
小
学
校
建

築
工
事
の
一
部
が
事
業
繰
越
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

△
議
案
第
十
八
号
昭
和
三
十
二
年

度
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
歳
入
歳

出
追
加
更
正
予
算
額
（
七
地
区
）
＝

二
百
九
十
九
万
八
千
百
円
を
追
加
、

総
額
四
千
百
五
十
一
万
九
千
六
百
円

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
主
な
も
の
は

三
十
一
年
度
へ
繰
上
充
用
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

△
議
案
第
二
十
号
三
十
二
年
度
特

別
会
計
土
地
区
画
整
理
事
業
歳
入
歳

出
追
加
更
正
予
算
‐
‐
六
百
五
十
三
万

一
千
八
百
八
円
増
額
で
総
額
一
千
二

百
三
十
八
万
三
千
八
百
八
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
区
画
街
路
二
号
線

新
駅
か
ら
横
町
に
抜
け
る
市
道
の
新

設
そ
の
他
。

△
議
案
第
二
十
一
号
三
十
二
年
度

発
電
所
建
設
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
追
加
更
正
予
算
‐
‥
九
百
十
二
万
七

千
七
百
六
十
四
円
の
追
加
。
こ
れ
は

唯
野
、
七
板
両
地
籍
の
土
捨
場
面
積

の
拡
大
に
伴
う
補
償
費
で
す
。

△
議
案
第
二
十
三
号
お
よ
び
二
十
四

号
な
ら
び
に
二
十
五
号
は
、
木
の
本

簡
易
水
道
建
設
工
事
と
、
一
般
会
計

の
土
木
費
な
ら
び
に
教
育
費
、
土
地

区
画
整
理
事
業
を
予
算
の
繰
越
お
よ

び
継
続
費
と
し
て
支
出
す
る
議
決
を

経
た
も
の
で
す
。

△
議
案
第
二
十
六
号
新
市
町
村
建

設
計
画
策
定
に
つ
い
て
＝
市
報
第
四

十
四
号
一
面
に
詳
L
く
登
載
し
た
i

の
で
す
。

¨
月
の
行
t
f

一
～
七
日
△
緑
の
週
間
△
火
災

　

予
防
週
間

八
日
（
火
）
△
市
消
防
総
合
訓
練

十
五
日
（
火
）
△
戸
籍
事
務
研
究

　

会
と
こ
ろ
小
山
出
張
所

二
十
九
日
（
火
）
△
天
皇
誕
生
日

大
野
市
の
人
口

△
住
民
登
録
人
口
（
二
月
二
十
八
日

　

現
在
）

総
数
四
六
、
四
五
〇
人

　

男
二
二
、
七
こ
一
人

　

女
二
三
、
七
三
八
人

世
帯
数
八
、
九
一
七



下
旬

や
や
荒
れ
ろ
日
も
め
ろ

‘
一
一
I
。
‘

’
肖
蜀

〔
概
況
〕
四
月
上
旬
、
わ
が
国
の

南
岸
は
前
線
帯
と
な
り
や
す
く
、
薄

曇
り
ま
た
は
曇
り
が
ち
・
の
天
気
が
多

く
、
中
旬
以
後
は
移
動
性
高
気
圧
が

現
わ
れ
比
較
的
良
い
日
も
あ
っ
て
、

晩
霜
が
あ
る
も
よ
う
。

　

〔
天
気
〕
▽
上
旬
本
邦
東
方
洋
上

に
高
気
圧
が
現
わ
れ
、
ま
た
本
邦
南

岸
に
前
線
が
発
生
し
や
す
い
傾
向
の

た
め
南
部
で
は
比
較
的
雲
が
多
く
、

北
部
で
は
良
い
方
で
、
ま
た
上
旬
末

こ
ろ
一
時
風
雨
の
強
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
よ
う
。
北
部
山
沿
い
で
は
、
み

ぞ
れ
か
、
多
少
降
雪
が
あ
る
や
も
し

れ
ず
、
気
温
は
平
年
並
、
降
水
量
は

や
や
少
め
。

▽
中
旬
こ
の
期
間
は
高
気
圧
が
本

邦
を
と
お
り
天
候
は
周
期
的
に
変
り

ま
し
よ
う
。
気
温
は
平
年
並
か
や
や

高
め
、
降
水
量
は
平
年
並
で
し
よ
う

▽
下
旬
高
気
圧
は
本
邦
を
南
辺
Ｌ

て
通
過
し
や
す
く
、
東
方
洋
上
で
停

帯
す
る
こ
と
も
あ
り
瓦
す
が
、
天
気

は
比
較
的
良
い
方
、
下
旬
初
め
と
末

こ
ろ
、
や
や
風
雨
が
強
く
な
り
気
温

が
さ
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
平
均

気
温
は
平
年
よ
り
多
少
高
く
降
水
量

は
多
少
少
な
い
見
込
み
。

〔
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
〕

総
合
開
発
つ
い
に
完
成

真名川総合開発事業は、昭和二十八年着

工いらい五年の歳月と、四十八億円の巨

費をかけて昭和三十二年十一月完成しま

した。笹生川、雲川ダムの水は、中島発

電所に送られて年間約一億KW時の電力

を出すほか、農業用水を確保し、こう水

を防ぐという三つの目的を果すことにな

りました。

第
一
回
県
緑
化
大
会

亀
山
で
行
わ
る

　

三
月
十
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま
で

の
間
、
全
国
に
緑
化
運
動
が
行
ま
わ
れ

玄
す
。
四
月
四
日
は
山
の
緑
の
日
を

記
念
し
て
福
井
県
第
一
回
緑
化
大
会

が
亀
山
で
午
後
一
時
か
ら
羽
根
知
事

ら
乞
迎
え
て
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
各
小
中
学
校
に
は
ヒ
て
フ

ヤ
シ
ー
ダ
ー
の
木
が
贈
ら
れ
る
ほ
か

市
で
は
街
路
樹
の
植
樹
に
力
を
注
ぐ

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
今
年
も
ま
た
東
京
の
萩
原
貞

さ
ん
か
ら
五
百
本
の
桜
が
贈
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
赤
根
川
の
両
堤
防
と
忠

魂
碑
の
境
内
に
植
え
付
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ま
咄
涙
淵
V
、

活
動
的
な
下
中
野
園
芸
研
究
会

　

や
お
ら
か
い
日
射
し
が
降
り
注
ぎ

日
陰
に
残
る
雪
も
解
け
始
め
た
あ
る

日
、
下
中
野
園
芸
研
究
会
を
尋
ね
ま

し
た
。
お
よ
そ
ど
ビ
エ
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
中
で
、
か
ん
水
作
業
に
忙
し
そ
う

に
立
回
っ
て
い
る
島
田
一
雄
会
長
（

三
十
歳
）
に
偶
然
お
会
い
で
き
ま
し

た
の
で
、
こ
の
会
の
お
こ
り
に
っ
い

て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
二
年
三
月
初
め
に
、
島

田
さ
ん
ら
の
若
い
年
齢
層
の
十
数
名

が
集
っ
て
、
下
中
野
園
芸
研
究
会
を

作
り
ま
し
た
。

　

交
通
機
関
の
発
達
し
た
現
在
、
従

来
の
営
農
法
を
行
っ
て
い
て
は
、

市
外
か
ら
早
出
野
菜
の
入
荷
に
よ
っ

て
常
に
地
元
の
市
場
が
侵
食
さ
れ
る

憂
い
が
’
ゐ
り
ま
す
。
そ
れ
で
こ
の
会

員
は
絶
え
ず
新
し
い
農
法
を
取
り
入

れ
て
新
鮮
な
果
菜
類
の
早
期
出
荷
を

計
画
し
、
こ
の
地
方
の
消
費
者
に
新

し
い
果
菜
類
を
供
給
L
て
早
く
、
し

か
も
安
い
も
の
で
食
膳
を
賑
わ
そ
う

と
い
う
の
が
ね
ら
い
で
す
。

　

ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
、
市
外
に
流

れ
て
行
く
市
の
お
金
を
食
い
止
め
、

ざ
ら
に
は
新
し
い
市
場
の
開
拓
に
当

ろ
弓
と
の
希
望
の
も
と
に
発
足
L
た

の
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
目
標
に
向
つ
て
着
々
と
計
画

を
立
て
、
一
時
は
資
金
調
達
の
面
で

一
と
ん
座
を
来
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
約
十
名
の
意
思
の
強
い
会

員
た
ち
は
今
年
二
月
五
日
に
、
十
五

万
円
の
費
用
を
投
じ
、
ビ
ュ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
建
設
に
着
手
し
、
ビ
ー
フ
ー
ル

に
よ
る
自
然
熱
の
吸
収
を
図
る
ほ
か

電
熱
利
用
の
温
度
調
整
設
備
も
で
き

二
月
八
日
に
ト
マ
ト
、
ナ
ヌ
、
キ
ュ

ウ
リ
の
腫
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
見
事
に
発
芽
し
順
・
調
な
発

育
で
、
二
月
二
十
日
に
第

一
回
目
の
仮
植
が
で
き
、

第
二
回
目
の
仮
植
は
三
月

の
十
五
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
き
生
き
と
し
た
苗

の
育
ち
ぼ
、
毎
日
わ
が
子

を
育
て
る
よ
ら
な
努
力
を

続
け
た
会
員
た
ち
を
ど
ん

な
に
か
喜
ば
せ
た
こ
と
で

し
よ
う
。
ま
た
こ
の
事
業
は
、
農
山

漁
村
部
落
振
興
対
策
事
業
の
一
部
に

加
え
ら
れ
る
こ
と
に
決
ま
り
、
努
力

し
た
会
員
の
労
が
報
い
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
L
た
。

　

こ
れ
て
地
元
消
費
地
で
は
従
来
よ

り
二
十
日
間
も
早
く
、
加
ぶ
方
の
ナ
ス

や
ト
マ
ト
、
そ
れ
に
4
‘
・
ツ
9
か
食

膳
を
飾
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

会
員
は
こ
の
成
功
に
勇
を
得
て
、

さ
ら
に
越
美
北
線
の
開
通
を
待
っ
て

新
し
い
市
場
へ
の
進
出
を
考
え
て
い

る
そ
う
で
す
。
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
な
研
究
団
体
が
次
々
と
後
に
続
く

よ
う
祈
り
つ
つ
下
中
野
を
た
ち
ま
し

た
。
（
写
真
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
）

a窟
〔
ナ
ワ
シ
ロ
〕

ナ
ワ
シ
ロ
の
作
り
方

は
最
近
い
ろ
い
ろ
い

わ
れ
て
い
玄
す
が
、

室
内
育
苗
は
ま
だ
試

験
段
階
で
改
良
の
余

地
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

電
熱
温
床
は
資
材
や
労
力
な
ど
の

関
係
で
、
全
面
積
を
こ
れ
で
行
う
と

い
う
こ
と
は
困
難
な
こ
と
で
し
よ
弓

　

床
土
や
管
理
が
十
分
行
わ
れ
る
の

で
し
た
ら
ビ
ー
一
I
ル
畑
ナ
7
ジ
ロ
の

苗
は
質
の
良
い
も
の
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
五
月
十
日
以
降
に
植
え
る
I

般
の
苗
で
は
。
保
温
折
衷
ナ
フ
ジ
ロ

が
適
当
と
思
ま
わ
れ
ま
す
。

　

保
温
折
衷
ナ
ワ
ジ
ロ
も
近
ご
ろ
慣

れ
る
に
し
た
が
っ
て
手
抜
き
が
多
く

な
っ
て
、
順
調
な
時
は
よ
い
が
、
一

た
ん
不
順
な
天
候
に
あ
う
と
い
ろ
い

ろ
な
障
害
が
現
わ
れ
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
ナ
ワ
シ
ロ
で
と
く
に

注
意
し
て
欣
し
い
こ
と
は
、
種
七
ミ

を
芽
出
玄
き
や
る
こ
と
、
焼
モ
ミ
殼

は
黒
く
焼
け
た
も
の
を
坪
当
り
八
9
1

覆
土
も
で
き
れ
ば
し
た
方
が
よ
い
と

思
い
ま
す
。

　

油
紙
を
か
け
て
あ
る
う
ち
は
、
油

紙
の
上
に
水
が
乗
ら
な
い
よ
う
常
に

気
を
付
け
る
な
ど
。
ぜ
ひ
実
行
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

〔
病
虫
害
〕
ワ
タ
グ
サ
レ
病
、
’

エ
皮
、
青
I
ド
ロ
な
ど
は
毎
年
水
ナ

ワ
シ
ロ
に
常
発
し
ま
す
が
早
く
手
当

を
し
ま
し
よ
う
。

　

ま
た
立
枯
病
が
発
生
し
が
ち
な
箇

所
は
、
表
土
に
焼
土
を
用
い
る
か
、

メ
チ
ー
ル
ー
プ
ロ
マ
イ
ド
で
消
毒
し

ま
す
。

　

保
温
折
衷
ナ
ワ
ジ
ロ
や
電
熱
温
床

に
発
生
す
る
「
む
れ
苗
」
は
、
厚
ま

き
で
温
度
の
急
変
に
あ
っ
た
場
合
に

多
発
し
ま
す
。

　

低
温
や
肥
料
不
足
、
厚
ま
き
、
多

湿
が
原
因
し
て
思
わ
ぬ
病
害
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
薬
剤
の
散
布

は
困
難
で
す
か
ら
良
い
環
境
を
作
っ

て
お
く
こ
と
が
最
も
た
い
せ
っ
で
す

　

ナ
7
シ
ロ
に
発
生
す
る
切
ウ
ジ
は

整
地
前
に
ア
ル
ド
2
＼
ン
●
デ
ル
ユ
な

ど
を
施
し
て
置
く
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。
苗
が
浮
い
て
根
が
切
れ
て
い
る

と
き
は
水
を
落
し
て
、
B
H
C
剤
O

・
五
～
一
％
を
散
布
し
ま
す
。

〔
ソ
サ
イ
〕
（
ジ
ヤ
ガ
イ
七
）
早
植

早
肥
、
土
寄
が
ジ
ヤ
ガ
イ
毛
作
り
の

こ
っ
で
す
。
催
芽
し
て
即
効
性
肥
料

を
早
め
早
め
に
施
し
、
土
寄
も
十
分

行
う
よ
う
に
し
ま
す
。

　

雪
解
け
と
と
も
に
ゴ
ポ
ウ
、
春
ナ

な
ど
を
は
朧
し
、
ネ
ギ
な
ど
の
苗
床

も
作
る
よ
う
に
し
ま
す
。



掴保相談室

⑩

こ
と
し
の
保
険
税

問
P
子
新
年
度
保
険
税
の
税
額

は
、
い
つ
わ
か
り
ま
す
か
。
ま
た

決
定
の
方
法
は
ど
う
で
す
か
？

　

（
答
）
御
承
知
の
よ
う
に
市
民
税
の

第
一
期
分
の
納
期
は
六
月
で
あ
り
、

市
民
税
賦
課
の
基
礎
と
な
る
課
税
總

所
得
金
額
（
総
所
得
金
額
か
ら
基
礎

控
除
と
勤
労
控
除
そ
れ
に
国
民
健
康

保
険
税
を
控
除
し
た
も
の
）
は
六
月

下
旬
で
な
い
と
確
定
し
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
七
月
に
な
っ
て
か
ら

確
定
し
た
保
険
税
の
額
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
P
子
そ
れ
で
は
第
一
期
分
（

四
丿
五
い
六
月
分
）
の
保
険
税
け

ど
の
く
ら
い
に
な
り
ま
す
か
？

（
答
）
被
保
険
者
の
数
に
異
動
が
あ

る
場
合
に
限
っ
て
人
数
割
額
を
な
お

す
ほ
か
は
、
お
お
む
ね
前
年
度
第
四

期
分
の
掛
金
額
を
暫
定
的
に
賦
課
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
技
術
の
セ
ン
タ
ー

市
営
農
場
事
業
開
始

田
園
都
市
と
う
た
わ
れ
て
い
る
市
の

農
業
経
営
を
最
も
科
学
的
に
調
査
検

討
し
、
こ
れ
を
実
際
に
実
験
1
て
市

の
農
業
経
営
を
早
く
科
9
的
に
進
歩

発
展
さ
せ
る
目
的
で
、
新
た
に
市
営

農
場
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
農
業
実
験
室
と
密
接
に
連

絡
し
て
、
市
の
農
業
が
科
学
的
に
無

駄
の
な
い
発
展
進
歩
を
た
ど
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
具
場
は
、
元
県
立
積
雪
寒
冷

対
策
試
験
場
大
野
分
場
と
し
て
設
立

さ
れ
ま
し
た
が
、
戦
後
大
野
地
区
農

協
連
絡
協
議
会
で
管
理
し
て
い
た
も

の
で
す
。
今
後
の
主
な
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。

1
採
種
圃
（
水
農
稲
）
一
町
二
反

2
水
稲
原
種
決
定
現
地
試
験
圃
一
反

ろ
早
植
栽
培
試
験
圃
一
反

4
イ
モ
チ
病
検
査
試
験
圃
一
反

5
イ
モ
チ
病
、
二
化
メ
イ
虫
発
生
予

　

察
決
定
圃
七
畝

6
品
種
比
較
、
施
肥
改
善
試
験
一
反

訃醐垠嵩殖

こ
ん
に
ゃ
く
屋
の
献
金

い
ま
の
お
金
で
二
百
余
万
円

　

い
ま
か
ら
百
六
十
八
年
、
天
明
六

年
の
正
月
十
七
日
の
こ
と
で
す
。

　

比
丘
尼
（
び
く
に
）
町
の
こ
ん
に

や
く
屋
、
長
兵
衛
さ
ん
が
、
大
野
町

年
寄
川
端
弥
七
さ
ん
の
宅

を
訪
ね
「
内
々
の
お
願
い

で
す
が
、
わ
た
く
し
は
幼

少
か
ら
商
い
に
あ
ち
こ
ち

歩
き
、
家
に
帰
り
ま
す
と

必
ず
お
地
頭
様
（
土
井
利

貞
）
の
方
に
向
い
伏
し
拝

み
冥
加
と
し
て
一
文
曳
を

た
め
、
十
匁
に
な
る
と
銀
貨
や
金
貨

に
替
え
て
、
た
く
わ
え
て
い
ま
す
。

そ
の
内
か
ら
昨
年
十
九
両
だ
け
ご
地

頭
様
へ
内
々
に
あ
げ
ま
し
た
。
ま
だ

た
く
わ
え
が
五
十
両
残
っ
て
い
ま
す

こ
れ
も
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
養
子
を
も
ら
う
の
で
、
心

変
り
を
す
る
と
悪
い
か
ら
、
世
間
に

知
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
い
ま
の

内
に
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

す
る
と
川
端
さ
ん
は
、
ど
う
思
つ

た
か
「
そ
れ
は
奇
篤
じ
ゃ
が
、
百
両

あ
げ
て
く
れ
ん
か
」

　

長
兵
衛
「
そ
れ
は
で
き
ま
せ
ん
」

　

川
端
「
で
は
昨
年
の
十
九
両
を
合

わ
せ
て
百
両
あ
げ
て
く
れ
」

　

長
兵
衛
さ
ん
は
、
ち
よ
つ
と
考
え

た
が
二
の
句
な
し
に
「
わ
か
り
ま
し

た
」
と
快
諾
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
川
端
さ
ん
は
、
さ
っ
そ
く
奉

行
様
へ
申
上
げ
ま
す
と
「
十
九
両
含

め
ず
に
百
両
あ
げ
て
く
れ
」
と
の
こ

と
で
、
ま
た
ま
た
そ
の
と
お
り
長
兵

衛
さ
ん
に
話
し
ま
す
と

　

「
あ
ら
た
に
百
両
あ
げ
ま
す
と
、

わ
た
し
が
渡
世
に
困
り
ま
す
の
で
」

　

川
端
「
御
上
の
お
ぼ
し
め
し
、
お

り
が
た
い
こ
と
じ
ゃ
、
そ
の
上
、
人

と
し
て
立
身
を
好
玄
な
ト
も
の
は
な

い
、
な
ん
と
か
し
て
あ
げ
て
く
れ
」

と
い
ろ
い
ろ
話
合
い
ま
す
と
、

　

長
兵
衛
「
わ
か
り
ま
し
た
、
五
十

両
は
い
っ
で
も
差
上
げ
。
残
り
五
十

両
は
七
月
中
に
あ
げ
ま
す
。
そ
れ
と

も
っ
ご
う
が
っ
け
ぱ
、
早
く
あ
げ
ま

ず
」
と
承
知
し
ま
し
た
。

　

結
局
は
七
月
ま
で
の
ぱ
さ
ず
四
月

中
に
全
額
百
両
を
差
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
お
話
は
、
そ
の
当
時
の
社
会

相
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

と
も
か
く
一
行
商
の
こ
ん
に
や
く

屋
が
世
間
に
か
く
し
て
百
十
九
両
の

大
金
を
献
納
し
た
こ
と
は
、
容
易
な

こ
と
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う

い
ま
の
貨
幣
に
換
算
し
ま
す
と
約
二

百
十
四
万
円
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

休ま撫
九
重
桐
は
ま
だ
研
究
期

最
近
。
新
聞
紙
上
で
九

重
桐
（
タ
イ
7
ン
キ
リ

）
の
栽
培
が
よ
く
宣
伝

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

と
き
ど
き
問
い
合
せ
が

あ
り
ま
す
か
ら
お
答
え

い
た
し
ま
す
。

　

九
重
キ
’
リ
は
本
県
で
は
ま
だ
普
及

1
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
気
候
や
地

質
な
ど
に
研
究
を
要
す
る
点
が
残
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

九
重
キ
ジ
は
日
本
に
移
入
さ
れ
て

か
ら
日
が
浅
く
、
研
究
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
キ
ジ
よ
り
も
成

長
期
が
長
い
が
、
寒
害
を
受
け
や
す

い
欠
点
も
あ
り
ま
す
。
日
本
キ
リ
と

九
重
キ
リ
の
長
所
短
所
を
比
較
し
て

み
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

九
重
キ
リ
の
長
所

1
在
来
の
日
本
キ
リ
よ
り
三
倍
以
上

　

も
成
長
が
よ
い
。

2
耐
病
虫
性
は
比
較
的
強
い
が
し
か

　

し
絶
対
的
の
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
短
所

1
九
重
キ
リ
は
日
太
キ
ジ
よ
り
遅
く

　

ま
で
成
長
を
続
け
る
の
で
、
樹
皮

　

木
質
化
が
お
そ
い
、
初
雪
が
早
く

　

寒
気
の
き
び
1
い
地
方
に
は
不
向

き
で
栽
培
も
困
難
。

2
風
害
に
対
L
て
弱
い
傾
向
が
あ
る

声

血
税
は
効
果
的
に

使
わ
れ
て
い
る
か

市
制
い
ら
い
躍
進

的
な
発
展
を
続
け

市
の
予
算
も
四
億
円
を
上
回
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て
い
る
市
の

建
設
事
業
は
大
き
な
希
望
を
持
っ
て

発
足
し
た
市
民
の
期
待
を
忠
実
に
実

行
し
て
い
る
よ
う
で
、
実
に
た
の
も

し
い
。
し
か
し
、
す
べ
て
が
手
放
し

で
喜
ん
で
い
る
わ
け
に
は
行
か
な
い

　

た
と
え
ば
昨
年
十
二
月
に
行
わ
れ

た
横
町
通
り
か
ら
中
央
通
り
の
舗
装

工
事
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
し
て
も
、
工

事
し
ゆ
ん
功
早
々
、
大
き
な
穴
が
で

き
て
通
行
人
に
実
に
不
ま
愉
快
な
感
じ

を
与
え
て
い
る
。

　

尊
い
わ
れ
わ
れ
の
血
税
は
、
こ
の

よ
う
な
事
業
効
果
の
薄
い
仕
事
に
消

え
て
行
く
の
か
と
思
う
と
暗
い
思
い

が
す
る
。
県
や
市
の
係
員
は
、
よ
く

工
事
の
監
督
に
当
ら
な
か
っ
た
結
果

で
は
な
か
ろ
う
か
？
（
A
生
）

　

（
答
）
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
簡
μ
舗
装

工
事
は
夏
季
に
行
う
の
が
最
も
良
い

と
さ
れ
て
い
玄
す
が
、
投
書
の
県
道

松
が
谷
～
大
野
線
、
熊
野
地
係
（
通

称
中
央
通
り
）
の
工
事
は
、
昨
年
末

降
雪
期
を
ひ
か
え
、
悪
条
件
下
で
あ

り
ま
し
た
の
で
工
事
施
行
に
あ
た
っ

て
は
と
く
に
路
面
の
強
度
、
そ
の
他

に
つ
い
て
も
注
意
1
て
工
事
に
当
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
一
部
に
、
き
損
の
箇
所
が

で
き
ま
し
た
の
は
、
不
幸
に
し
て
路

面
に
弱
い
部
分
が
あ
る
か
、
ま
た
は

局
部
的
に
衝
撃
を
加
え
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

工
事
施
行
箇
所
は
、
二
ヵ
年
の
間

は
工
事
施
行
者
が
修
繕
し
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
い
さ
さ

か
の
ご
負
担
も
か
け
な
い
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
施
行
者

を
し
て
、
完
全
に
補
修
さ
せ
る
よ
う

に
1
た
い
と
思
つ
て
い
ま
す
。

　
　
　

（
大
野
土
木
出
張
所
係
員
）

声
の
欄
を
広
げ
た

い
と
思
い
ま
す

み
ん
な
の
声
で

明
る
く
住
み
よ

い
大
野
市
の
建

設
に
あ
た
り
ま
し
よ
う
。
日
ご
ろ
の

皆
さ
ん
の
ご
不
満
や
ご
意
見
を
、
声

の
欄
に
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
　
　

（
市
役
所
総
務
課
広
報
係
）

４
に
勺
‘

△
ヌ
カ
ミ
ソ
の
新
床

　

ヌ
カ

ミ
ソ
の

床
を
つ

く
る
に

よ
い
時
季
で
す
。
ふ
つ
う
の
醤
油

だ
る
（
一
斗
入
）
を
標
準
に
し
ま

す
と
。
米
タ
カ
三
、
四
升
を
さ
ら

つ
と
い
り
、
別
に
塩
四
、
五
合
を

水
二
升
に
と
か
し
ま
す
。
そ
の
後

一
度
煮
立
て
よ
く
さ
ま
し
て
か
ら

タ
カ
と
合
せ
て
十
分
か
き
ま
ぜ
ま

す
。
カ
ー
フ
シ
粉
を
I
袋
ま
ぜ
ま
す

と
風
味
も
よ
く
虫
も
つ
き
ま
せ
ん

毎
日
一
回
以
上
か
き
ま
わ
す
こ
と

す
つ
ぱ
く
な
つ
た
ら
石
灰
石
を
少

し
入
れ
る
と
な
お
り
ま
す
。
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